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   【第 2版】「Schonは続けて，アーテイスト（専門的達人）はその場その場で新しい規則を作り
出す，と主張する．この点と，専門的達人は潜在的な知識や以前の事例から得た背景の深い理
解に従っている（Drefyfus & Drefyfus, 1986）という点において Schonと筆者らの見解は異な
る．達人は，規則に則った思考というより，むしろ状況のナラティブ的理解に基づいて，創造
的に行動しつつ考えると筆者らは主張する」
   　Schon goes on to say that the artist（expert）makes up new rules on the spot. We differ 
with schon on this point and claim that experts are following tacit knowledge and deep 
background understanding from prior whole cases（Dreyfus & Dreyfus, 1986）.We think the 
artist is engaged in productive engaged thinking-in-action based upon a narrative 
understanding of the situation, rather than rule-governed thinking.
   （パトリシア　ベナー　，パトリシア　フーパー -キラキディス著，井上智子監訳 : ベナー看護
ケアの臨床知　行動しつつ考えること第 2版　医学書院　2012　13-15）
注 3）ショーンの省察的実践に関する主な用語
   「行為の中の（瞬時の）省察」：「省察（リフレクション）」は，仮説検証過程．それを駆使して
専門職の行為は行われているが，それは必ずしも意識化，言語化できるわけではない．
   「状況との会話」：人的，物理的対象に働きかけ，働きかけられる能動・受動過程．「省察」は，
この過程を通して行われる．
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